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Long-duration gamma-ray burst (GRB)は大質量星の爆発に起因しており、星形成活動と密接に関連している
と考えられている。GRBは非常に明るく、遠方 (z > 6) でも観測可能なため、遠方宇宙の星形成活動を探る新た
なツールとして期待されている。しかし、GRBが一般的な星形成銀河で発生するのか、バイアスの無い星形成ト
レーサーとして使えるかどうかは見解が分かれている。GRBがどのような星形成環境で発生するかを明らかにす
るためには、母銀河の詳細な観測が重要である。
我々は、z = 2.0858の GRB 080207母銀河における分子ガスの性質を探るため、VLA及び ALMAを用いて

CO(1–0), CO(4–3)輝線の観測を行った。この母銀河はGRB母銀河の中でもmassiveである (M∗ ∼ 1.7×1011 M⊙)。
活発な星形成活動を行っており (SFR = 120 M⊙ yr−1)、z ∼ 2におけるmain sequenceのmassive endに位置す
る。観測の結果、CO(1–0), CO(4–3)輝線とも検出された。既に報告されている CO(2–1), CO(3–2)輝線と合わ
せて、3遷移以上の CO輝線が観測された初めての母銀河となる。金属量の影響を考慮した conversionを用い、
分子ガス量は 8.7 × 1010 M⊙と求まった。空間分解された CO(4–3) cubeを用い 3次元モデルフィットを行った
結果、半光度半径 2.4 kpc、回転速度 350 km s−1の rotation-dominated円盤で再現できることが分かった。CO
spectral line energy distribution (SLED)はスターバーストに類似し、高い励起状態を示す。分子ガス質量比や、
ガス消費時間、ガスダスト比、Kennicutt-Schmidt則での位置や kinematicsは、同時代の一般的な星形成銀河と
共通の性質を示した。これらの結果は、GRBは z ∼ 2における一般的な星形成銀河で発生し得ることを示唆する。


